
VG槻輪だより 第２２１号                                   １ 

      １ 

                             

 

 歴
史
と
伝
統
の
息
づ
く

〝
ま
ち
〟 

大
阪
市
天
王
寺
区 

四
天
王
寺
参
拝
・
散
策 

１
月

19

日
は
、
大

寒
の
時
期
で
す
が
、
雲

一
つ
な
い
快
晴
で
し
た
。

JR

天
王
子
駅
の
中
央

改
札
に
全
員
集
合
し
、

四
天
王
寺
に
向
い
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

JR

天
王
子
駅
は
、
出

発
前
に
配
布
し
た
「
上

町
台
地 

陰
影
段
彩
図
」

で
わ
か
る
様
に
上
町
台

地
の
頂
上
部
に
あ
る
駅

で
同
じ
く
四
天
王
寺
も

台
地
の
頂
上
に
近
い
位

置
に
あ
り
ま
す
。 

熊
野
街
道 

上
町
台
地
の
頂
上
を

熊
野
街
道
が
走
っ
て
い

ま
す
。
今
は
谷
町
筋
と

言
う
大
き
な
道
路
で
す
。 

大
阪
の
歴
史
的
遺
産

は
こ
の
街
道
の
両
側
に

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

熊
野
街
道
は
、
京
か

ら
大
坂
を
経
て
熊
野
三

山
（
熊
野
本
宮
大
社
、

熊
野
速
玉
大
社
、
熊
野

那
智
大
社
）
へ
の
参
詣

に
利
用
さ
れ
た
街
道
の

総
称
で
紀
州
街
道
と
も

呼
ば
れ
ま
し
た
。 

京
か
ら
は
渡
辺
津
ま

で
は
淀
川
を
舟
で
下
り
、

最
初
の
王
子
・
窪
津
王

子
へ
参
拝
し
て
熊
野
へ

向
か
い
ま
す
。 

   

  

街
道
は
、
摂
津
大
坂

の
渡
辺
津
（
江
戸
時
代

以
後
は
こ
の
地
を
八
軒

屋
と
い
う
）
を
起
点
に

四
天
王
寺
、
住
吉
大
社

を
経
て
、
紀
州
田
辺
を 

経
て
、
中
辺
路
ま
た
は

大
辺
路
に
よ
っ
て
熊
野

三
山
へ
と
向
か
う
道
筋

で
し
た
。 

天
王
寺
の
由
来 

東
成
郡
天
王
寺
村
の

一
部
で
あ
っ
た
こ
と
に

由
来
す
る
。
四
天
王
寺

を
包
括
す
る
地
域
を
占

め
る
村
と
し
て
天
王
寺

村
の
名
が
古
く
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。 

四
天
王
寺 

天
王
寺
の
地
名
の
由

来
と
な
っ
た
の
が
聖
徳

太
子
建
立
の
「
四
天
王

寺
」
で
、
そ
の
歴
史
は

６
世
紀
末
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
こ
の
寺
は
単

な
る
寺
院
で
は
な
く
、

「
四
天
王
寺
七
宮
」
と

い
う
外
護
の
神
社
群
と
、

「
四
箇
院
（
し
か
い
ん
）
」

と
呼
ば
れ
る
施
設
を
備

え
て
い
た
。
「
四
箇
院
」

は
仏
法
修
行
の
道
場
で

あ
る
「
敬
田
院
」
：
四
天

王
寺
・
四
天
王
寺
学
園
。 

病
者
に
薬
を
施
す
「
施

薬
院
」
：
薬
局
。
病
者
を

収
容
し
、
病
気
を
癒
す

「
療
病
院
」
：
四
天
王
寺

病
院
。
身
寄
り
の
な
い

も
の
や
年
老
い
た
も
の

を
収
容
す
る
「
悲
田

院
」
：
四
天
王
寺
福
祉
事

業
団
の
四
つ
で
構
成
さ

れ
、
そ
の
精
神
は
現
在

に
も
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。 

参
拝
の
順
序 

今
回
は
、
上
町
台
地

と
四
天
王
寺
の
位
置
関

係
を
理
解
す
る
た
め
に

熊
野
街
道
を
通
り
、
石

鳥
居
、
そ
し
て
極
楽
門

か
ら
四
天
王
寺
の
伽
藍

に
入
り
ま
し
た
。 

   

   

 

本
来
の
入
門
は
、
南

大
門
か
ら
は
い
る
の
が

正
道
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
仏
様
が
全
て
南
を

向
い
て
い
る
事
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
南
大

門
か
ら
お
参
り
す
る
の

が
正
し
い
と
思
い
ま
す
。 

現
在
は
、
参
拝
者
の
利

便
性
を
考
え
て
か
、
伽

藍
に
出
入
り
す
る
の
は

西
重
門
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

       

南
大
門
か
ら
入
る
と
、

「
中
門
（
仁
王
門
）
」

「
五
重
塔
」
「
金
堂
」

「
講
堂
」
と
一
直
線
に

並
び
、
回
廊
が
囲
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
が
有
名

な
「
四
天
王
寺
式
伽
藍

配
置
」
で
す
。 

四
天
王
寺
に
来
た
ら
、

中
心
伽
藍
は
見
て
お
き

た
い
と
思
い
、
ま
ず
伽

藍
に
入
り
ま
し
た
。 

次
に
六
時
堂
は
、
建

物
が
戦
災
で
も
残
り
、

重
要
文
化
財
で
す
。
丁

度
礼
拝
の
時
間
に
参
拝

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

帰
路
は
、
南
大
門
よ

り
南
へ
約
２
百
メ
ー
ト

ル
の
「
四
天
王
寺
庚
申

堂
」
を
参
拝
し
ま
し
た
。 

※
参
加
者
に
事
前
に
配
布

し
た
ガ
イ

ド 

ブ
ッ

ク
の

QR

コ
ー
ド
で

す
。 
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極楽門を背景に記念写真 

２０２３年３月 わがまち紹介  

京都の代表的な景勝地：京都市右京区 

梅宮大社参拝・散策 

月 日：2023 年 ３月１６日(木） 

集合場所：阪急松尾大社駅 西改札出口 集合 

訪 問 先：梅宮大社参拝・散策 

そ の 他：詳細は別途配布資料を参照下さい。  

２０２３年２月 わがまち紹介  

まちの真ん中に自然を感じる：元茨木川緑地 

元茨木川緑地梅園・桜通り散策 

月 日：2023 年 ２月１６日(木） 

集合場所：大阪モノレール沢良宜駅改札出口 集合 

内 容：元茨木川緑地梅林鑑賞・桜通り散策 

そ の 他：詳細は別途配布資料を参照下さい。  


